
「受刑者に対する釈放時アンケート」について（平成２５年度分） 

 刑事施設の運営の実情に対する国民の理解を深めることを目的として，平

成２５年度に実施した「受刑者に対する釈放時アンケート」の集計結果を公

表しますので，お知らせします。  

 

１ 内容 

行刑改革会議の提言を受け，行刑行政の透明化，処遇環境の充実化等を推進

するための一方策として，矯正局では，平成１７年４月から，出所受刑者を対

象として釈放時アンケートを実施しています。 

釈放時アンケートは，受刑者の釈放時の感想等を集計し，刑事施設の適正な

運営を図るための資料として活用するとともに，その結果を公表し，刑事施設

の運営の実情に対する国民の理解を深めるための資料として活用するもので

す。 

 

２ 調査期間 

  平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日  

 

３ 対象者 

２５，９４７名 

※上記の期間中に，刑事施設を満期釈放又は仮釈放となった受刑者 

 

４ 有効回答数（回答率） 

  ２４，１８９名（９３．２％） 

（男子：２１，８９８名，女子：２，２９１名） 

  ※対象者のうち、アンケートの実施を拒否した者及び傷病等のためアンケ

ートの実施が困難な者は除いた。 

※１項目でも有効な回答があれば有効回答数に計上している。 

 

５ 結果 

アンケート集計結果は次のとおり。 

なお，アンケート結果の図表の構成比は四捨五入したために，構成比の和は

１００．０％にならない場合がある。 





１ 今回の受刑における矯正処遇の目標について聞きます。 

（１）受刑生活を通じて，自分に定められた目標を達成することができましたか。【１つ選択】 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）（１）で「達成することができなかった。」と答えた人に聞きます。 

その理由として考えられるものは何ですか。【１つ選択】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

36.0%

37.4%

7.9%

18.6%

男子

20,913件

40.2%

42.8%

5.2%

11.9% 達成することができた

一部は達成したが不十分

だった

達成することができなかった

自分ではよくわからない

女子

2,252件

50.4%

13.1%

10.6%

6.8%

19.1%

男子

1,640件 56.8%

17.1%

10.8%

9.0%
6.3%

達成しようという自分の気持ち

や努力が足りなかった

受刑生活を送る中で，目標の

ことを忘れることが多かった

目標をどうやって達成すれば

よいかわからなかった

目標が自分に合っていなかっ

た

その他

女子

111件

 矯正処遇の目標について，「達成することができた」または「一部は達成したが不十分だった」とす

る回答は，男子 73.4％，女子 83.0％と大多数を占め，「達成することができなかった」は男子 7.9％，

女子 5.2％であった。一方，男子の２割弱は「自分ではよくわからない」と回答している。 

「達成することができなかった」と回答した理由について，男女とも「達成しようという自分の気

持ちや努力が足りなかった」の回答が約半数を占めている。また，「目標のことを忘れることが多かっ

た」との回答は，男子の 13.1％に比べ，女子が 17.1％と若干高い。 
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２ 今回受刑することになった犯罪に被害者（その家族を含む。）がいる人に聞きます。 

（１）被害者に謝罪や被害弁償（慰謝料の支払いを含む。）等をした人に聞きます。 

被害者はどのように感じていると思いますか。【１つ選択】 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）被害者に謝罪や被害弁償等（慰謝料の支払いを含む。）をしていない人に聞きます。  

謝罪被害弁償等について，どのように考えていますか。【各１つ選択】 

ア 謝罪について 

 

 

 

 

 

 

 

36.0%

25.9%

29.7%

2.0%

6.3%

男子

4,835件

44.1%

21.9%

27.7%

0.7%

5.7% 受け入れられていると思う

受け入れられていないと思う

どう思っているかわからない

特に考えていない

その他

女子

599件

51.8%

25.2%

9.3%

13.7%

男子

3,644件
62.4%

25.2%

2.9%

9.5% 被害者に謝罪をしたい

謝罪をしても被害者に受け入

れられないと思う

謝罪をするつもりはない

特に考えていない

女子

210件

 被害者に謝罪や被害弁済等をした人に対し，被害者の感じ方を質問したところ，男女とも「受け

入れられていると思う」が「受け入れられていないと思う」を上回っている。 

 一方，男女共に約３割は，「どう思っているかわからない」と回答している。 

 被害者に謝罪や被害弁済等をしていない人に対し，謝罪について質問したところ，男女とも「謝

罪をしたい」という回答が半数を越えている。 

一方，男子の 23％，女子の 12.4％は，「謝罪をするつもりはない」「特に考えていない」と回答し

ている。 
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イ 被害弁償等（慰謝料の支払いを含む。）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 職員について聞きます。  

（１）職員全体の公平さについてどのように感じましたか。【１つ選択】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

48.1%

19.7%

12.5%

19.8%

男子

3,467件 55.1%

17.7%

6.1%

21.2%
被害弁償等をしたい

被害弁償等をしても受け入れら

れないと思う

被害弁償等をするつもりはない

特に考えていない

女子

198件

31.4%

8.1%

60.5%

男子

20,363件

28.4%

8.5%

63.1%

公平な職員が多い

不公平な職員が多い

公平な職員も不公平な職員もい

る

女子

2,204件

 被害者に謝罪や被害弁償等をしていない人に対し，被害弁償等について質問したところ，男女と

も約半数が被害弁償等をしたいと回答した。 

 一方，男子の 51.9％，女子の 44.9％は，「被害弁償等をしたい」「被害弁償等をしても受入れられ

ないと思う」「被害弁償等をするつもりはない」「特に考えていない」と回答している。 
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（２）職員に望むことはどれですか。【２つ選択】 

 

 

 

（３）あなたを一番長く担当した職員について【各１つ選択】  

ア 親切さ 

 

 
 

 

 

 

48.8 

26.7 

26.3 

18.1 

13.7 

10.9 

8.2 

11.9 

57.9 

30.8 

24.3 

19.8 

11.2 

17.3 

3.5 

7.7 

0 10 20 30 40 50 60 70

公平に見てほしい

話を聞いてほしい

受刑者を信じてほしい

声を掛けてほしい

身上相談に乗ってほしい

自分を分かってほしい

放っておいてほしい

特になし

男子

女子

（％）

男子：20,258人
女子： 2,221人

76.5%

4.4%

19.0%

男子

20,406件

68.1%

6.9%

25.0% 親切

不親切

どちらともいえない

女子

2,217件
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イ 相談しやすさ 

 
 

 

ウ 公平さ 

 
 

  
 

エ 信頼感 

 
  

 

 

65.9%

14.5%

19.6%

男子

20,385件 56.5%

20.8%

22.6% しやすい

しにくい

どちらともいえない

女子

2,217件

67.1%

10.6%

22.3%

男子

20,381件 53.2%

17.8%

29.0%
公平

不公平

どちらともいえない

女子

2,207件

71.9%

8.4%

19.7%

男子

20,364件

67.8%

10.7%

21.6% ある

ない

どちらともいえない

女子

2,208件
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オ 考え方 

 

 
 

カ 勤務姿勢 

 

 

 

キ 態度 

 

 

 

 

 

50.8%

26.2%

23.0%

男子

20,347件

45.7%

21.2%

33.2%
柔軟

硬い

どちらともいえない

女子

2,201件

80.9%

4.2%

14.9%

男子

20,362件

81.3%

3.4%

15.3%
良い

悪い

どちらともいえない

女子

2,205件

74.6%

6.7%

18.7%

男子

20,352件

70.5%

7.0%

22.4% 良い

悪い

どちらともいえない

女子

2,205件
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ク 言葉遣い 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
４ 他の受刑者に対してどのように感じましたか。【２つ選択】 

 

 
 
 
 

64.2%
12.5%

23.3%

男子

20,350件

63.6%10.6%

25.7% 良い

悪い

どちらともいえない

女子

2,206件

55.1

39.4

31.7

24.8

10.7

8.2

5.6

3.9

49.0

42.8

28.2

29.7

14.4

6.2

7.4

3.5

0 10 20 30 40 50 60

親切にしてくれた

自分勝手な者がいて困った

よく相談に乗ってくれた

かかわり合いにならないようにした

命令する者がいて困った

乱暴な者がいて困った

相談できる相手がいなかった

特にない

男子

女子

（％）

男子：20,359人
女子： 2,222人

 職員全体の公平さについて，「公平な職員が多い」という回答の割合は，男子 31.4％，女子 28.4％

であるが，自分を一番長く担当した職員の公平さについては，男子 67.1％，女子 53.2％であった。 

 職員に望むこととしては，男女共に「公平に見てほしい」が最も多く，続いて「話を聞いてほしい」

「受刑者を信じてほしい」とする回答が多かった。 

 自分を一番長く担当した職員については，男女とも好意的な回答が多い。 

 他の受刑者については，男女とも「親切にしてくれた」が最も多く、約半数を占めている。次い

で「自分勝手な者がいて困った」も約 40％と多かった。 
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５ 食事関係について聞きます。【各１つ選択】  

（１）食事の量 

 

 
 
（２）食事の質 

 

 
 
（３）主食とおかず 

 

 
 
 

55.2%

7.7%

37.1%

男子

20,866件 54.1%

16.6%

29.2%
丁度よい

多い

少ない

女子

2,248件

29.6%

46.4%

24.1%

男子

20,795件

37.7%

36.7%

25.6% 良い

悪い

特に何も感じない

女子

2,232件

56.7%
35.5%

7.8%

男子

20,549件

44.0%

52.4%

3.6%

丁度よい

主食を減らしておかずを

増やしてほしい

おかずを減らして主食を

増やしてほしい

女子
2,228件
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（４）献立種類 

 

 
 
（５）パン食回数 

 

 
 
（６）夕食時間帯 

 
 

 
 

47.6%

3.3%

49.1%
男子

20,786件
50.4%

3.9%

45.7%

丁度よい

多い

少ない

女子

2,234件

31.1%

3.4%

65.5%

男子

20,798件

31.5%

2.6%

65.9%

丁度よい

多い

少ない

女子

2,242件

46.1%

2.2%

51.7%
男子

20,767件
50.5%

1.3%

48.2%

丁度よい

遅い

早い

女子

2,247件

 食事について，「食事の量」「主食とおかず」「献立種類」等は「丁度よい」がほぼ半数を占めている

が，「食事の質」は「悪い」，「パン食回数」は「少ない」の比率が高くなっている。 
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６ 刑務作業関係について聞きます。  

（１）作業をして良かったことは何ですか。【３つ選択】 

 
 
 
 
（２）作業に関して不満な点は何ですか。【２つ選択】 

 
 
 
 

47.1

46.7

46.7

29.8

29.4

27.0

23.4

17.6

11.9

4.3

1.6

55.3

57.6

57.4

25.2

26.9

19.0

16.3

14.7

15.3

2.7

0.7

0 10 20 30 40 50 60 70

忍耐力が身に付く

勤労の習慣・意欲を身に付けることができる

規律正しい生活習慣が身に付く

時間が早く過ぎる

共同生活により協調性が身に付く

体を動かせる・健康によい

気が紛れる

作業報奨金がもらえる

社会復帰後の就職に役立つ

その他

特になし

男子

女子

（％）

男子：20,808人
女子： 2,252人

33.3

32.6

25.9

16.8

14.9

2.4

21.7

32.8

22.5

29.7

11.8

14.8

2.2

28.4

0 10 20 30 40 50

刑務作業以外のことをもっとしたい

社会復帰に役立たない作業が多い

作業の業種の希望を聞いてもらえない

社会に貢献できる作業がない

その他

仕事をすること自体が嫌い

特になし

男子

女子

（％）

男子：21,659人
女子： 1,846人

 刑務作業について，「作業をして良かったこと」は，男女とも，「忍耐力が身につく」「規律正しい

生活習慣が身につく」「勤労の習慣・意欲が身につく」の回答が約半数である。 

 刑務作業について，「作業に関して不満な点」は，男女とも，「刑務作業以外のことをもっとしたい」

の回答が最も多い。次に多い回答は，男子は「社会復帰に役立たない作業が多い」で 32.6％，女子は

「作業の業種の希望を聞いてもらえない」で 29.7％である。 

10 
 



（３）作業時間についてどう思いますか。【１つ選択】 

 

 

 

 

 

（４）作業報奨金についてどう思いますか。【１つ選択】 

 

 

 

７ 職業訓練関係について聞きます。  

（１）職業訓練を受けましたか。【１つ選択】 

 

70.0%

18.7%

11.3%

男子

20,753件

67.9%

22.6%

9.5%
丁度よい

長い

短い

女子

2,244件

21.2%

76.0%

0.3% 2.5%

男子

20,756件

35.7%

60.8%

0.1% 3.3%

今のままでいい

単価を上げてほしい

単価を下げてほしい

報奨金はいらない

女子

2,247件

14.7%

85.3%

男子

20,559件

24.3%

75.7%

受けた

受けていない

女子

2,221件

 作業時間は，男女とも「丁度よい」という回答が約 70％を占めるが，「短い」という回答も 10％

前後ある。 

 作業報奨金については，男女とも「単価を上げてほしい」という回答が高率ではあるが，「今のま

までいい」という回答は男子 21.2％に対し，女子は 35.7％であった。 
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（２）（１）で職業訓練を「受けた」と答えた人に聞きます。 

何の職業訓練を受けましたか。【３つ選択】 

 

 

 

 

（３）（１）で職業訓練を「受けた」と答えた人に聞きます。 

職業訓練を受けたことが社会復帰に役立つと思いますか。【１つ選択】 

 

 

 

 

 

 

 

22.3

21.2

19.2

15.7

6.6

6.2

5.4

3.6

2.6

2.6

27.5

19.9

1.2

25.1

1.0

18.0

1.9

16.2

0.2

0.0

8.7

36.1

0 10 20 30 40

コンピュータ関係

建設・土木・測量関係

販売・サービス関係

金属関係

介護・福祉関係

農業・園芸関係

調理関係

自動車関係

電気通信関係

理容・美容関係

その他

男子

女子

（％）

男子：2,800人
女子： 482人

72.8%

6.4%

20.8%

男子

2,813件

81.9%

3.5%
14.7% 役立つ

役立たない

どちらともいえない

女子

491件

 職業訓練は男子の 14.7％，女子の 24.3％が受講しており，「その他の訓練」を除くと，男子は「コ

ンピュータ関係」が 22.3％，女子は「販売・サービス関係」が 25.1％で最も多い。 

 職業訓練について，受講した人に「社会復帰に役立つか」と質問したところ，男女共に「役立つ」

と答えた比率が７割を超えている。 
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（４）職業訓練を受けなかった人に聞きます。職業訓練を受けなかった理由は何ですか。【１つ選択】 

 

 

 

 

 

 

（５）（４）で「受けたい職業訓練がなかった。」と答えた人に聞きます。 

どのような訓練があれば，受けたいと思いましたか。【１つ選択】 

 

 

 

 

 

 

26.4%

25.3%

48.3% 男子

14,765件

34.6%

21.1%

44.3%

選ばれなかった

受けたくなかった

受けたい職業訓練が

なかった

女子

1,389件

1,385

1,211

860

669

509

444

358

302

177

76

899

114

17

110

111

9

53

66

3

26

1

78

0 200 400 600 800 1000 1200 1400 1600

コンピュータ関係

建設・土木・測量関係

調理関係

介護・福祉関係

自動車関係

販売・サービス関係

農業・園芸関係

金属関係

理容・美容関係

電気通信関係

その他

男子

女子

（件）

男子：2,800人
女子： 482人

 職業訓練について，受講しなかった人に理由を質問したところ，「受けたい職業訓練がなかった」

という回答がほぼ半数であった。 

 職業訓練について，「受けたい職業訓練がなかった」と回答した人に希望する訓練を質問したとこ

ろ，男子は「コンピュータ関係」，「建築・土木・測量関係」が，女子は「コンピュータ関係」，「調理

関係」，「介護・福祉関係」が多い。 
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８ 出所後の就労について聞きます。  

出所後に就きたい（就くつもりの）仕事はどれですか。【１つ選択】 

 
 
 
 
 
９ 就労支援について聞きます。  

就労支援を受けた人に聞きます。 

受けた就労支援のうち，あなたが一番役に立ったと思ったものはどれですか。【１つ選択】 

 

 
 
 
 

5,710

1,668

1,517

872

864

573

569

564

363

321

183

4,720

1,040

915

40

32

281

374

269

54

11

37

3

4

57

689

84

193

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000 7000

建設・土木関係

自動車運転関係

調理関係

福祉関係

販売員

農業・園芸関係

金属製造関係

コンピュータ関係

自動車整備関係

電気工事関係

理容・美容関係

その他の仕事

考えていない

働く予定はない

男子

女子

（件）

男子：19,879人
女子： 2,128人

23.0%

13.6%

17.8%

23.2%

3.0%

19.4%

男子

5,384件

22.7%

12.4%

14.3%

32.1%

3.8%

14.6%

ハローワーク職員の講話

ハローワーク職員の職業相

談面接

求人情報の提供

就労支援スタッフによる個別

面接

職業適性検査

その他

女子

1,389件

 出所後に就きたい（就くつもり）の仕事について質問したところ，「その他の仕事」を除くと，男

子は「建設・土木関係」が約３割，女子は「福祉関係」が約２割と比較的多かった。 

 受けた就労支援のうち，一番に役に立ったものについて質問したところ，男女とも各項目に分散

したが，「ハローワーク職員の講話」「就労支援スタッフによる個別面接」が比較的高い。 
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１０ 教育関係について聞きます。 

（１）各種の教育（改善指導等）のうち，あなたが受けたものはどれですか。【すべて選択】 

 
 

 
 
（２）（１）で「受けた」と答えた教育（改善指導等）のうち，あなたが役に立ったと思ったものはどれ

ですか。【すべて選択】 

 
 
 

35.7

29.2

25.6

20.5

15.2

15.0

14.0

13.4

11.2

6.3

6.3

5.4

2.7

10.5

48.4

44.8

42.0

27.7

15.0

9.1

11.5

13.7

12.9

7.0

2.3

1.5

3.4

11.4

0 10 20 30 40 50 60

薬物依存離脱指導

就労支援指導

宗教教誨

篤志面接委員（篤面）の指導

一般改善指導（グループによる指導）

交通安全指導

被害者の視点を取り入れた教育

一般改善指導（犯罪被害者等による講演）

通信教育

教科指導

性犯罪再犯防止指導

暴力団離脱指導

高校卒業程度認定試験

その他の教育

男子

女子

（％）

（注）暴力団離脱指導及び性犯罪再犯防止指導を受けたと回答している女子が若干名いるが，同指導については，女

子には実施していない。

男子：12,068人
女子： 1,769人

34.6

24.4

20.6

15.1

13.4

12.9

11.9

10.0

9.4

5.8

5.0

4.2

2.4

8.4

48.137.5

32.3

19.3

7.8

12.4

9.8

11.1

10.3

1.6

6.0

1.0

2.8

8.4

0 10 20 30 40 50

薬物依存離脱指導

就労支援指導

宗教教誨

篤志面接委員（篤面）の指導

交通安全指導

一般改善指導（グループによる指導）

被害者の視点を取り入れた教育

通信教育

一般改善指導（犯罪被害者等による講演）

性犯罪再犯防止指導

教科指導

暴力団離脱指導

高校卒業程度認定試験

その他の教育

男子

女子

（％）

（注）暴力団離脱指導及び性犯罪再犯防止指導が役に立ったと回答している女子が若干名いるが，同指導に

ついては，女子には実施していない。

男子：10,651人
女子： 1,635人

各種の教育（改善指導等）のうち，受講したものを質問したところ，「薬物依存離脱指導」が最も多

いが，男女別で見た場合，男子が 35.7％，女子が 48.4％と女子が高い。次いで「就労支援指導」，「宗

教教誨」と続く。 

各種の教育（改善指導等）のうち、役に立ったと思ったものを質問したところ、「薬物依存離脱指導」

が最も多いが、男女別で見た場合、男子が 34.6％、女子が 48.1％と女子が高い。ついで「就労支援指

導」、「宗教教誨」と続く。 
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（３）図書（官本）について,どのように感じましたか。【２つ選択】 

 
 
 
 
 
１１ 医療関係について聞きます。 

施設内の医療（診察）について,どのように思いますか。【１つ選択】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

56.5

51.4

25.5

24.5

12.2

2.1

47.3

36.3

25.8

57.0

10.7

0.7

0 10 20 30 40 50 60

種類が不足していた

古い本が多かった

十分だった

本を選ぶ時間が短かった

本を選ぶ機会が少なかった

本に興味がないので，何も思わなかった

男子
女子

（％）

男子：20,313人
女子： 2,225人

34.5%

13.2%13.5%

14.2%

15.5%

9.0%

男子

19,916件

24.5%

16.4%

13.5%

13.6%

23.1%

8.9%

希望どおりの医療が受けられた

早く診察してほしい

医師から十分に説明してほしい

希望どおりの治療をしてほしい

希望どおりに薬を出してほしい

その他

女子

2,176件

 各種の教育（改善指導等）のうち，図書（官本）について質問したところ，「種類の不足」が男

女とも 50％前後を占めたが，女子の「本を選ぶ時間が短かった」の比率が高い。 

 施設内の医療（診察）について質問したところ、「希望どおりの医療が受けられた」との回答が，

男子は 34.5％に対し、女子は 24.5％であった。 
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１２ 制限区分について聞きます。 

（１） 制限区分（第○種）について，関心を持っていましたか。【１つ選択】 

 

 
 
 
 
 
（２）あなたの制限区分に応じて変更となった処遇の中で一番良かったと思うものは何ですか。 

【１つ選択】 

 

 

 
 
 
 
 
 

43.3%

56.7%

男子

19,593件
57.6%

42.4%

関心を持っていた

気にならなかった

女子

2,161件

11.1%
4.9%

12.1%

1.1%

2.3%
11.1%

4.7%

52.7%
男子

18,287件

18.1%

3.1% 0.2%
0.7%

3.3%

12.1%

7.2%

55.2%

居室が変更になった

身体等の検査が緩和された

中髪を認められた

刑事施設外処遇が認められた

就寝時間を遅らせるなど生活時間

が変更された
外部交通が緩和された

その他

特になし

女子

2,006件

 制限区分についての関心度合いを質問したところ，「関心を持っていた」との回答は約半数であっ

たが，男子の 43.3％に対し，女子が 57.6％と高かった。 

 制限区分に応じて変更になった処遇で一番良かったと思うものを質問したところ，男女とも「特にな

し」が半数以上を占めているが，「居室が変更になった」と「外部交通が緩和された」の回答が比較的

多かった。また，男子では「中髪が認められた」も比較的多かった。 
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１３ 優遇区分について聞きます。 

（１） 受刑態度によって指定されていた優遇区分（第○類）について，どのように感じましたか。 

【１つ選択】 

 

 
 
 
（２）優遇措置として一番良かったと思うものは何ですか。【１つ選択】 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

65.4%

23.1%

11.5%

男子

19,058件

66.0%

21.3%

12.7% 適当であった

低かった

高かった

女子

2,110件

2.6%

6.1%

15.0%

19.3%

23.2%
2.1%

31.7% 男子

19,309件

1.7% 3.7%

18.7%

23.9%

24.6%

2.3%

25.1%

特別な物品を貸与してもらった

自弁で購入できる物品が増えた

発信申請通数が増えた

自弁で食料などを購入して食べるこ

とができた
テレビを見たり，集会に参加するこ

とができた
その他

特になし

女子

2,106件

 優遇区分への感じ方を質問したところ，男女とも 65％程度が「適当であった」であるが，「低かっ

た」の回答も男女とも 20%程度であった。 

 優遇措置として一番良かったものについて質問したところ，「特になし」の比率は高いものの，

男女とも「発信申請通数が増えた」「自弁で食料などを購入して食べることができた」「テレビを見

たり，集会に参加することができた」の回答が多かった。 
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１４ 施設の規則についてどう思いましたか。【１つ選択】 

 
 
 

１５ 懲罰関係について聞きます。 

（１）懲罰を受けたことがある人に聞きます。懲罰についてどう感じましたか。【１つ選択】 

 

 
 
  
（２）（１）で「不当であると思った」又は「当然だと感じたことも，不当だと感じたこともあった。」

と答えた人に聞きます。不当だと思っている内容はどれですか。【すべて選択】 

 

54.8%

8.3%

9.0%

27.9%

男子

20,086件
51.2%

13.4%

12.7%

22.7%
厳しい

もっと厳しいほうがよい

厳しくない

特になにも感じない

女子

2,203件

40.8%

14.4%

35.1%

9.8%

男子

11,150件

46.9%

12.3%

35.1%

5.8%
当然であると思った

不当であると思った

当然だと感じたことも，不当

だと感じたこともあった

特になにも感じなかった

女子

1,084件

74.6

58.2

47.1

38.7

67.5

51.2

55.8

45.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

懲罰の認定方法・理由

反則行為の調査の方法

懲罰の内容

懲罰期間の長さ

男子

女子

（％）

男子：5,038人
女子： 455人

 施設の規則については、「厳しい」が半数以上をを占めている。 

 懲罰については、女子と比較して男子のほうが、「当然であると思った」の回答が少なく、「不当

であると思った」の回答が若干多い。 

 懲罰について不当に思った点は，男女とも「懲罰の認定方法・理由」が多いが，女子は男子と比

較し「懲罰の内容」「懲罰期間の長さ」が相対的に多い。 
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（３）懲罰を受けて，どのように考えましたか。【１つ選択】 

 

 
 
 

１６ 不服申立て関係について聞きます。 

不服申立ての結果についてどう思っていますか。【１つ選択】 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.9%

12.7%

33.1%

11.3%

男子

10,906件 55.9%

6.8%

32.2%

5.1%
反省して，自分の生活を見直し

た

不満を感じた

反省して，自分の生活を見直し

たことも，不満を感じたことも

あった
特に何も考えなかった

女子

1,044件

9.8%

38.0%

11.7%

12.5%

28.0%

男子

2,803件

8.9%

30.6%

13.8%

22.0%

24.8%

結果に満足している

結果が不満である

処理結果がわからないので不

満である

処理結果がわからないので何

とも言えない

特に何も感じない

女子

327件

 懲罰を受けて考えたことについては，男子と比較して女子のほうが「反省して，自分の生活を見直

した」の回答が多い。 

 不服申立てをしたことがある人に，不服申立ての結果について聞くと，男女とも，ほぼ半数が「結

果が不満である」「処理結果がわからないので不満である」と不満に思っている。 
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１７ 受刑生活関係について聞きます。 

（１）受刑生活で苦労したと思うことはどれですか。【３つ選択】 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

80.0

33.7

25.1

21.7

18.0

15.3

13.8

13.0

9.6

6.9

3.5

2.2

2.2

1.8

0.6

6.7

3.2

76.0

31.7

16.8

17.2

30.1

9.7

17.1

19.0

9.2

6.2

4.9

2.2

2.1

1.2

0.7

7.3

3.3

0 20 40 60 80 100

受刑者同士の関係

自由がない・好きなことができないこと

釈放後の生活設計

職員との関係

医療

規律

家族との関係

作業

取調べ・懲罰

面会・手紙

仮釈放になるための面接・手続き

各種の教育

被害者や被害者家族との関係

所内での不服申立て・訴訟

賠償

その他

特になし

男子

女子

（％）

男子：20,320人
女子： 2,234人

 受刑生活で苦労したと思うことについては，男女ともに「受刑者同士の関係」が最も多く，次いで

「自由がない・好きなことができないこと」であるが，次に多いのは，男子は「釈放後の生活設計」

であるのに対し，女子は「医療」である。 
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（２） 受刑生活で良かったことはどれですか。【３つ選択】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

33.2

29.6

28.9

20.2

19.0

17.8

17.5

16.0

15.6

10.4

10.0

7.9

6.5

3.0

0.7

6.2

10.0

39.6

28.0

25.6

11.0

13.1

9.1

31.3

21.7

12.9

13.8

16.6

0.0

13.9

7.9

0.8

6.7

6.9

0 10 20 30 40

面会・手紙・差入れ

テレビ・ラジオ視聴

読書

運動

入浴

映画鑑賞

刑務作業（職業訓練）

食事

演芸・スポーツ大会

演芸等の慰問

各種の教育

囲碁・将棋等の趣味

講演

クラブ活動

俳句等の創作活動

その他

特になし

男子

女子

（％）

男子：20,195人
女子： 2,225人

 受刑生活で良かったと思うことについては，男女ともに「面会・手紙・差し入れ」が最も多く，次

いで男子は「テレビ・ラジオ視聴」（29.6％），女子は「刑務作業」（31.3％）である。 
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（３）今回の受刑生活で得られたものはどれですか。【３つ選択】 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

60.4

43.7

38.9

32.1

22.2

14.3

12.0

11.3

9.9

8.0

7.4

5.7

3.5

2.1

1.2

3.8

2.9

62.3

50.6

52.2

27.3

17.8

12.2

8.6

15.4

5.8

5.3

8.8

8.1

5.7

4.2

0.5

2.6

1.0

0 10 20 30 40 50 60 70

自分の問題を見つめなおせた

二度と犯罪をしない決意ができた

家族のありがたさが分かった

忍耐力が付いた

人との付き合い方を学んだ

罪を償えた

健康になった

二度と犯罪をしない方法がわかった

読書や勉強の習慣ができた

謝罪，被害弁償等の気持ちが生まれた

出所後の人生に希望を持てた

働く習慣ができた

免許・資格，その他職業技能が身に付いた

家族との関係が改善した

暴力団を離脱する決意ができた

その他

特になし

男子

女子

（％）

男子：20,042人
女子： 2,198人

受刑生活で得られたものは，男女とも「自分の問題を見つめなおせた」が最も多い。次いで男子は「二

度と犯罪をしない決意ができた」（43.7％）であるが，女子は「家族のありがたさが分かった」（52.2％）

である。 
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１８ 出所後の生活について不安に感じていることはありますか。【２つ選択】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

22．出所後の生活について聞きます。
出所後に就きたい（就くつもりの）仕事はどれですか。一つ選んでください。

38.0

37.0

16.8

15.7

14.2

11.1

8.1

6.7

5.1

7.6

11.9

34.5

27.3

27.7

22.3

21.6

4.8

8.8

5.5

4.7

7.3

8.6

0 10 20 30 40

仕事に関すること

お金に関すること

家族との関係に関すること

医療や健康に関すること

二度と犯罪をしない方法に関すること

帰住先がないこと

被害者に対する謝罪，被害弁償等に関すること

入所前の人間関係に関すること

頼れる相手がいないこと

その他

特になし

男子

女子

（％）

男子：19,841人
女子： 2,176人

 出所後の生活で不安に感じることは、男女とも「仕事に関すること」が最も多い。次いで男子は「お

金に関すること」（37.0％）が多いが，女子は「家族との関係に関すること」（27.7％）が多い。 
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１９ 出所後の生活のために刑務所でしてほしいことは何ですか。【２つ選択】 

 
 
 
 

23.5

22.2

20.5

18.3

14.6

12.6

11.6

8.6

8.3

4.2

2.8

7.5

15.2

18.8

25.5

22.8

12.1

22.9

7.3

10.2

9.1

14.0

5.7

4.1

5.8

13.3

0 10 20 30

就労支援

職業訓練

その他社会復帰に必要な知識・技術の教育

自分で勉強できる時間の増加

再犯しないための教育

帰住先（引受人）の調整

福祉サービスの調整

就労や福祉の専門の職員による面接指導・支援

工場や居室の担当職員による面接指導・相談

分類や教育の担当職員による面接指導・相談

篤志面接委員，教誨師など部外者による面接指導・相談

その他

特になし

男子

女子

（％）

男子：19,636人
女子： 2,136人

 出所後の生活のために刑務所でしてほしいことは，「就労支援」「職業訓練」「その他社会復帰に必要

な知識・技術の教育」が上位である。また，男子は，「自分で勉強できる時間の増加」「再犯しないた

めの教育」が相対的に多く，女子は「再犯しないための教育」「向上や居室の担当職員による面接指導・

相談」が相対的に多い。 
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